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１）研修終了後の成果（Outcome）

例）接着歯学に関する最新の専門的知識と臨床技能を修得することはもちろんのこと、

接着歯科治療の進歩発展と向上を図り、国民の信頼を得ながら国民の健康維持増進お

よび保健福祉の推進向上に寄与する専門医となる。

本研修施設において専門医を取得するために、以下に示す研修を履修する．

（１）接着歯科治療の治療計画の立案

（２）接着歯科治療材料の種類と特徴

（３）直接法接着歯科治療の術式と特徴

（４）間接法接着歯科治療の術式と特徴

（５）被着体に対する接着処理法と接着術式

（６）接着歯科治療症例の再治療（リペアを含む）

（７）接着歯科治療症例の管理（メインテナンス）

１．研修の目標



２）到達目標

（２）専門技能

EX）

①接着歯科治療の治療計画に基づく接着歯科治療を実施できる。

②接着歯科治療材料を選択できる。

③直接法接着歯科治療の特徴を活かした術式を実施できる。

④間接法接着歯科治療の特徴を活かした術式を実施できる。

⑤被着体に対する接着処理法と接着術式を実施できる。

⑥接着歯科治療症例への再治療（リペアを含む）を実施できる。

⑦接着歯科治療の管理（メインテナンス）を実施できる。

１．研修の目標

２）到達目標

（１）専門知識

例）

① 接着歯科治療の治療計画を立案できる。

② 接着歯科治療材料の種類と特徴を説明できる。

③ 直接法接着歯科治療の術式と特徴を説明できる。

④ 間接法接着歯科治療の術式と特徴を説明できる。

⑤ 被着体に対する接着処理法と接着術式を説明できる。

⑥ 接着歯科治療症例の再治療（リペアを含む）を説明できる。

⑦ 接着歯科治療症例の管理（メインテナンス）を説明できる。



２）到達目標

（３）診療態度

EX）

①医の倫理に配慮できる。

②医療安全に配慮できる。

③感染予防対策に配慮できる。

④患者とコミュニケートできる。

⑤他職種医療関係者とコミュニケートできる。

２）到達目標

（４）学術的姿勢

EX）

①常に患者から学ぶ姿勢を基本として治療できる。

②科学的思考とエビデンスに基づいて診断できる。

③科学的思考とエビデンスに基づいて治療できる。

④生涯学習により自己研鑽できる。

⑤接着歯学に関する研究を遂行できる。

⑥接着歯学に関する研究成果を学術大会や論文で発表できる。



３）経験目標

１．研修の目標

３）経験目標

例）

研修において履修すべき症例は、日々の臨床において経験する症例と大きく異なるこ

とはなく、接着歯科治療としての特別な症例はない。しかし、専門医として、これら

の症例に対し、接着歯科治療の特徴を活かしたミニマルインターベンションの概念に

基づく治療法を実施することにより、これまでの歯科治療と比較して歯質削除量と歯

髄刺激・為害性を格段に抑えた低侵襲の処置と歯質との接着一体化がなされた治療が

可能になる。この治療法により患者の個々の歯の寿命を存え、口腔内の変化を最小限

に抑えることが可能になり、ひいては患者の生涯にわたる健康維持増進につながる。

（１）経験すべき症例

① 齲蝕症

② 歯の損耗（tooth wear）: 摩耗症、咬耗症、酸蝕症、アブフラクション、

くさび状欠損など

③ 歯列異常（歯間離開、捻転歯など）

④ 歯の形態異常（矮小歯など）

⑤ 歯冠修復（歯冠補綴）

⑥ 歯の欠損症（少数歯欠損）

⑦ その他：接着歯科治療により歯の保存が期待できる疾患（歯根破折など）



３）経験目標

（２）経験すべき処置・修復（医療面接・検査を含む）及び経験症例数

① 処置・修復

３）経験目標

（２）経験すべき処置・修復（医療面接・検査を含む）及び経験症例数

② 経験症例数



３）経験目標

（３）学術活動

EX）

症例を経験するのみならず、経験した症例を基に接着歯科治療専門医としての姿勢

をさらに深めていくために、自己研鑽を生涯にわたり行うことが大切である。そのた

めの学術活動として、細則第15条（研修施設において取得すべき業績）に示す研究論

文発表及び学術大会での発表を行う。

（１） 研究論文を１編以上、本会発行の学会雑誌「接着歯学」若しくは

「Dental Materials Journal」に発表する（共同著者可）

（２）学術大会発表は、本会学術大会で1回以上演者として行う（共同発表可）



１）具体的な研修方法

（２）専門研修

① 必修研修（臨床現場以外での研修、自己学習）

EX）

ア）接着歯科治療に必要な基礎・臨床における専門的知識の修得

a）学術大会参加、研修会参加（研修期間中は本会学術大会に原則参加するこ

と）

b）研修施設における勉強会、症例検討会などの参加

c）参考図書などによる自己学習

参考図書：日本接着歯学会編 接着歯学 第一版、第二版

イ）研究業績

a） 研究論文を１編以上、本会発行の学会雑誌「接着歯学」若しくは

「Dental Materials Journal」に発表すること（共同著者可）

b）本会学術大会で1回以上演者として発表を行うこと（共同発表可）

２．研修の方法

１）具体的な研修方法

（１）共通研修（臨床現場以外での研修）

例）

① 医療倫理

② 医療安全

③ 院内感染対策

④ 患者・医療従事者との関係の構築

⑤ 医療関連法規など

⑥ 地域医療

⑦ 隣接医学



１）具体的な研修方法

（２）専門研修

② 選択研修（臨床現場での研修）

経験目標を満たすよう、各研修施設の特徴・特色に基づき研修項目を任意に

選択し研修を行う。

各研修施設の実情に合わせご記入ください。



１）形成的評価

（２）指導医によるフィードバック（年１回）

各研修施設の特徴・特色に基づきご記入ください。

３．研修の評価

１）形成的評価

（１）自己評価（年１回）

各研修施設の特徴・特色に基づきご記入ください。



３．研修の評価

２）総括的評価

各研修施設の特徴・特色に基づきご記入ください。

３）多職種評価

研修施設の特徴・特色に基づきご記入ください。


